
はじめに

サンゴガニ属 Trapezia Latreille, 1828には,

現在22種が知られ (Ng et al., 2008; Castro, 2011),

いずれもハナヤサイサンゴ類などのイシサンゴ

類に共生することが知られている. 形態的に類

似した種が多く, 種同定には大きな混乱があっ

たが, 近年の分類学的再検討 (Castro, 1996;

1997a; 1997b; 1998; 1999; Castro et al., 2004;

Castro, 2011) によりかなり整理された. 日本

沿岸からは以下の12種の出現が確認されている

(Sakai, 1976; 三宅, 1983; 永井・野村, 1988;

武田, 1994; Castro, 1997a; 1997b; 1999; 峯水,

2000; 加藤・奥野, 2001): T. digitalis Latreille,

1828 (クロサンゴガニ), T. cymodoce (Herbst,

1801) (サンゴガニ), T. bidentata (Forskål,

1775) (カバイロサンゴガニ), T. flavopunctata

Eydoux and Souleyet, 1842 (アラメサンゴガニ),

T. formosa Smith, 1869 (スミスサンゴガニ),

T. garthi Galil, 1983 (アミメサンゴガニモド

キ), T. guttata Rüppell, 1830 (カノコサンゴ

ガニあるいはアカエリサンゴガニ), T. lutea

Castro, 1997 (カストロサンゴガニ) , T.

rufopunctata (Herbst, 1799) (オオアカホシサ

ンゴガニ), T. septata Dana, 1852 (アミメサ

ンゴガニ), T. serenei Odinetz, 1983 (セレン
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サンゴガニ), T. tigrina Eydoux & Souleyet,

1842 (アカホシサンゴガニ).

沖縄近海には表層浮漁礁 (以後, パヤオ) が

複数設置され, 集まった魚類を漁獲している.

これらのうち, 平成10年から平成12年に設置さ

れた 4地点 (沖縄島勝連沖北緯26ﾟ09’53", 東

経128ﾟ09’63"；伊平屋島沖北緯27ﾟ10’00", 東経

127ﾟ34’30"；沖縄島宜野座沖北緯26ﾟ31’00", 東

経128ﾟ25’75"；伊江島沖北緯26ﾟ49’00", 東経

127ﾟ26’50") のパヤオが2008年及び2009年に回

収・陸揚げされた (図 1 A). パヤオには多く

の造礁性イシサンゴ類が付着しており (図1 B),

沖縄美ら海水族館では, パヤオに付着している

サンゴの群集調査, 及びサンゴに共生している

サンゴガニ類の調査を行った. その結果, 日本

未記録種 1種を含む 9種のサンゴガニ属カニ類

が記録されたので報告する.

方 法

パヤオの鉄筋上にランダムに方形枠 ( 1 m×

1 m) を設置し, その中に出現するサンゴを属

レベルで同定した. サンゴガニ類の調査では方

形枠を用いず, 目視により確認された個体を無

作為に採取した. 採取時には, 瀕死もしくは死

亡した状態であったが, 色彩がはっきりと残っ

ていたため, 写真撮影後, エタノール70％で液

浸標本とした. 標本の大きさは, 甲長×甲幅

(mm) で表した. 検討標本は, 沖縄美ら海水

族館 (OCA) と千葉県立中央博物館 (CBM)

に所蔵されている.

結 果

サンゴの群集調査を行ったところ, 出現し

た属のうち, 99.9％がハナヤサイサンゴ属

Pocilloporaであった. また, サンゴの間隙から

は, サンゴガニ属カニ類 9種, 合計95個体を採

取した.

その他, 少なくとも 8科17種の十脚甲殻類の

標本が採取されたが, これらについては別途報

告したいと考えている.

サンゴガニ科 Trapeziidae Miers, 1886

サンゴガニ属 Trapezia Latreille, 1828

1. アミメサンゴガニモドキ

Trapezia garthi Galil, 1983

(図 2 A)

検討標本. 沖縄島宜野座沖, 2009年 4月23日,

4♂♂(5.5×6.2～8.1×9.6 mm), 3♀♀ (7.3×

8.9～8.7×11.1 mm), OCA-Cr 20090423-2 ; 同

データ, 1♂ (6.9×8.3 mm), 1抱卵♀ (7.9×9.9

mm), 1幼若♀ (2.9×3.6 mm), CBM-ZC 9662;

沖縄島勝連沖, 2009年 4月29日, 2♂♂ (6.5×

7.4, 8.5×10.0 mm), CBM-ZC 9661.

分布 . 西太平洋に広く分布 (Castro et al.,
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図 1 . A, 陸揚げされたパヤオ；B, パヤオの鉄筋上を覆うイシサンゴ類.
Fig. 1. A, payao landed at port; B, corals covering on the metal frame of the payao.



2004). タイプ産地は台湾 (Galil, 1983). 日本

国内では琉球諸島から記録がある (Sakai, 1976;

Castro, 1999).

備考. Sakai (1976)が Trapezia sp. (アミメ

サンゴガニモドキ) として報告した標本が本種

に該当する (Castro, 1999).

2. オオアカホシサンゴガニ

Trapezia rufopunctata (Herbst, 1799)

(図 2 B)

検討標本. 伊江島沖, 2008年 4月28日, 5♂♂

(9.4×10.6～19.5×21.5 mm ), 7♀♀ (9.0×

10.6～18.3×20.8 mm), OCA-Cr 20080428-1.

分布 . インド西太平洋～ハワイにかけて広

く分布 (Castro et al., 2004). タイプ産地はシ

ンガポール (Castro et al., 2004). 日本国内で

は, 琉球諸島と伊豆諸島南部～小笠原諸島から

記録がある (Sakai, 1976; 永井・野村, 1988;

加藤・奥野, 2001; Komatsu, 2011).

3. アミメサンゴガニ

Trapezia septata Dana, 1852

(図 2 C)

検討標本. 伊平屋島沖, 2009年 4月17日, 5♂

♂ (8.3×9.7～13.0×15.1 mm), 5♀♀ (6.5×7.7

～13.2×16.4 mm), OCA-Cr 20090417-1；伊江

島沖, 2008年 4月28日, 2♂♂ (7.2×8.4, 8.2×

9.8 mm), 4♀♀ (8.9×11.2～10.4×12.5 mm),

OCA-Cr 20080428-2.

分布. インド洋東部, 西太平洋～中央太平洋

(Castro et al., 2004). タイプ産地はフィリピ

ンのルソン島 (Dana, 1852). 日本国内では紀

伊半島～琉球諸島, 伊豆諸島～小笠原諸島から

記録がある (Sakai, 1976; Galil and Lewinsohn,

1985; Castro, 1997a; Komatsu, 2011).

備考. 日本からの Trapezia areolata Dana,

1852の記録 (Sakai, 1976; 三宅 , 1983; 武田 ,

1994など) は, 本種に該当するものと考えられ

る (Castro, 1997a).

4. セレンサンゴガニ

Trapezia serenei (Odinetz, 1983)

(図 2 D)

検討標本. 伊江島沖, 2008年 4月28日, 3♂

♂ (3.6×4.7～9.5×10.8 mm), 2♀♀ (7.4×8.7,

8.0×9.0 mm), OCA-Cr 20080428-3.

分布. 西太平洋に広く分布 (Castro et al.,

2004). タイプ産地はグアム (Odinetz, 1983).

日本国内では沖縄から記録がある (永井・野村,

1988; Castro 1997a).

備考. 本種は, カバイロサンゴガニ Trapezia

bidentata (Forskål, 1775) に類似するが, 歩脚

の前節に暗色の斑点を欠くことで識別できる.

色彩の情報を伴ったカバイロサンゴガニに関

する文献を簡単に検討したところ, 酒井 (1976),

永井・野村 (1988), 峯水 (2000)により, カバ

イロサンゴガニ (Trapezia ferruguinea) として

図示された標本は, 歩脚の指節に暗色の斑点を

欠き, この点から判断すると, 本種に該当する

と考えられる. これまでの文献による本邦海域

からの報告にカバイロサンゴガニ T. bidentata

が含まれていたかどうかを確認するためには既

報の標本の再検討が必要であるが, 本論文の目

的を超えるものであり, 今後の課題である.

Castro et al. (2004)は, 本学名の公表の日付

をOdinetz (1983) に帰するよう提唱したが,

その後の文献においても, 混乱がみられる. 例

えば, Ng and Richer de Forges (2007) やNg et

al. (2008) は Odinetz (1984)に帰している.

Odinetz (1983) は, パリ大学に提出された学位

論文であり, 一方, Odinetz (1984) はパリ国立

自然史博物館の刊行する学術誌に掲載された論

文である. Odinetz (1983) が学名の公表の要件

を満たすという根拠については Castro et al.

(2004) によって論じられているが, 論文のサー

キュレーションという観点からは学術誌に掲載

された論文をもって学名の公表とみなされるの

が通常であり, Odinetz (1983) が公表の要件を

満たすかどうかの解釈の違いが混乱の原因となっ

ているものと推測される. 本論文では, Castro

et al. (2004) の解釈に従い, 本種名の公表を

Odinetz (1983) に帰する.
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本種の和名であるが, 酒井 (2003) により

"グアムサンゴガニ" という和名が提唱されて

いるが, 標本に基づいた命名ではないこと, グ

アムに限定的に分布するわけではないことなど

を考慮し, 標本に基づいた丸村・小坂 (2003)

による和名を採用した.

5. カストロサンゴガニ

Trapezia lutea Castro, 1997

(図 2 E)

検討標本. 沖縄県宜野座沖, 2009年 4月23日,

7♂♂ (5.7×7.3～12.7×14.9 mm), 7♀♀(7.0

×8.5～13.4×17.2 mm), OCA-Cr 20090423-4;

伊江島沖, 2008年 4月28日, 4♂♂(8.0×9.1～

11.0×11.5 mm), 2♀♀(7.1×8.7 mm, 8.3×10.7

mm), OCA-Cr 20080428-5.

分布. インド・西太平洋に広く分布 (Castro

et al., 2004). タイプ産地はニューカレドニア

(Castro, 1997a). 日本国内では琉球諸島から記

録がある (永井・野村 , 1988; 武田 , 1994;

Castro, 1997a).

備考. 永井・野村 (1988) や武田 (1994) が

Trapezia cymodoce (サンゴガニ) として報告し

た標本の少なくとも一部が本種に該当すると考

えられる (Castro, 1997a).

6. クロサンゴガニ

Trapezia digitalis Latreille, 1828

(図 2 F)

検討標本. 伊江島沖, 2008年 4月28日, 1♂

(6.8×8.1 mm), 1♀ (7.8×9.5 mm), OCA-Cr

20080428-4；伊平屋島沖, 2009年 4月17日, 3♂

♂ (6.2×7.3～9.6×11.3 mm), 7♀♀(8.2×10.0

～10.7×13.2 mm), OCA-Cr 20090417-2; 沖縄

島勝連沖, 2009年 4月29日, 1抱卵♀ (11.5×

15.1 mm), CBM-ZC 9659.

分布. インド西太平洋～東太平洋に広く分布

(Castro et al., 2004). タイプ産地は紅海 (Latreille,

1828). 日本国内では伊豆諸島～小笠原諸島,

および土佐湾～琉球諸島から記録がある (Sakai,

1976 ; Castro et al., 2004; Komatsu, 2011).

7. アラメサンゴガニ

Trapezia flavopunctata Eydoux and Souleyet,

1842

(図 2 G)

検討標本. 沖縄島宜野座沖, 2009年 4月23日,

4♂♂ (13.8×16.0～22.0×25.6 mm), 2♀♀(18.2

×21.6, 20.2×24.2 mm), OCA-Cr 20090423-1.

分布. 西太平洋～中央太平洋 (Castro et al.,

2004). タイプ産地はハワイ諸島 (Eydoux and
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図 2 . パヤオに付着したイシサンゴ類より得られたサンゴガニ属カニ類； A, Trapezia garthi Galil,
1983 アミメサンゴガニモドキ, ♂ (保存されていない); B, Trapezia rufopunctata (Herbst,
1799) オオアカホシサンゴガニ, ♂ (19.5×21.5 mm; OCA-Cr 20080428-1); C, Trapezia septata
Dana, 1852 アミメサンゴガニ, ♂ (10.1×11.5 mm; OCA-Cr 20090417-1); D, Trapezia serenei
Odinetz, 1983 セレンサンゴガニ, ♂ (9.5×10.8 mm; OCA-Cr 20080428-3); E, Trapezia lutea
Castro, 1997 カストロサンゴガニ, ♂ (保存されていない); F, Trapezia digitalis Latreille, 1828
クロサンゴガニ, ♂ (6.8×8.1 mm; OCA-Cr 20080428-4); G, Trapezia flavopunctata Eydoux and
Souleyet, 1842 アラメサンゴガニ , ♂ (22.0×25.6 mm; OCA-Cr 20090423-1); H, Trapezia
formosa Smith, 1869 スミスサンゴガニ , ♀ (9.9×13.5 mm; CBM-ZC 9660); I, Trapezia
intermedia Miers, 1886 アカモンサンゴガニ (新称), ♂ (9.0×10.5 mm; OCA-Cr 20090423-3).

Fig. 2. Trapezia crabs obtained from corals attached to payao. A, Trapezia garthi Galil, 1983, ♂
(specimen not preserved); B, Trapezia rufopunctata (Herbst, 1799), ♂ (19.5×21.5 mm; OCA-Cr
20080428-1); C, Trapezia septata Dana, 1852, ♂ (10.1×11.5 mm; OCA-Cr 20090417-1); D,
Trapezia serenei Odinetz, 1983, ♂ (9.5×10.8 mm; OCA-Cr 20080428-3); E, Trapezia lutea
Castro, 1997, ♂ (specimen not preserved); F, Trapezia digitalis Latreille, 1828, ♂ (6.8×8.1
mm; OCA-Cr 20080428-4); G, Trapezia flavopunctata Eydoux and Souleyet, 1842, ♂ (22.0×
25.6 mm; OCA-Cr 20090423-1); H, Trapezia formosa Smith, 1869, ♀ (9.9×13.5 mm; CBM-ZC
9660); I, Trapezia intermedia Miers, 1886, ♂ (9.0×10.5 mm; OCA-Cr 20090423-3).



Souleyet, 1842). 日本国内では琉球諸島および

小笠原諸島から記録がある (Sakai, 1976; Castro

et al., 2004; Komatsu, 2011).

備考. 武田 (1975) は, 本種の和名として新

称 "シロホシサンゴガニ" を提唱したが, その

後, 三宅 (1983) の採用した "アラメサンゴガ

ニ" が和名として定着したものと判断されるの

で, 本論文でも後者を採用した.

8. スミスサンゴガニ

Trapezia formosa Smith, 1869

(図 2 H)

検討標本. 沖縄島勝連沖, 2009年 4月29日, 1

抱卵♀ (5.2×6.4 mm), OCA-Cr 20090429-1;

沖縄島勝連沖, 2009年 4月29日, 2♂♂(6.5×7.4,

8.5×10.0 mm), 1抱卵♀ (5.2×6.4 mm), CBM-

ZC 9658; 伊江島西沖, 2008年 4月28日, 1抱卵

♀ (9.9×13.5 mm), CBM-ZC 9660.

分布. インド西太平洋から東太平洋にかけて

広く分布 (Castro et al., 2004). タイプ産地は

パナマの太平洋沿岸 (Smith, 1869). 日本国内

では紀伊半島潮岬と与論島から記録がある

(Castro, 1998).

9. アカモンサンゴガニ (新称)

Trapezia intermedia Miers, 1886

(図 2 I , 図 3 )

検討標本. 沖縄島宜野座沖, 2009年 4月23日,

4♂♂ (9.0×10.5～11.0×12.4 mm), 1幼若♀

(4.5×5.1 mm), OCA-Cr 20090423-3; 沖縄島

勝連沖, 29ﾟ09.8’N, 128ﾟ09.5’E, 2009年 4月29日,

2♂♂ (7.2×8.5, 11.3×13.4 mm), CBM-ZC

11361.

形態的特徴. 頭胸甲 (図 2 I, 3 A) は滑らか

で光沢があり無毛, 甲背面はわずかに凸面を形

成する. 前側縁はわずかに湾曲し, 側縁棘は鋭

く尖るかあるいは鈍く, 前方を向く. 眼窩外角

は鈍く突出する. 眼窩下縁内歯は, やや尖る.
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図 3 . Trapezia intermedia Miers, 1886 アカモンサンゴガニ (新称), ♂ (9.0×10.5 mm), OCA-Cr
20090423-3. A. 頭胸甲および鉗脚; B, 頭胸甲額縁; C, 右鉗脚. スケールバー: 2 mm.

Fig. 3. Trapezia intermedia Miers, 1886, ♂ (9.0×10.5mm), OCA-Cr20090423-3. A, carapace and
chelipeds, dorsal view; B, frontal margin of carapace; C, right cheliped, dorsal view. Scale bar 2 mm.



額 (図 3 B) は幅が広く, ゆるやかに湾曲し,

4つの鈍い葉に区分され, 外側の葉にはさらに

微小な歯が並ぶ. 眼窩上縁内突起は明瞭で, 丸

みを帯びる. 第 2／第 3胸板間の縫合線は痕跡

的.

鉗脚 (図 2 I, 3 A) は大きく, 頑丈で, 左右

わずかに不同. 長節前縁には幅の広い三角形の

歯を有する. 腕節には明瞭な歯はない. 長節の

外縁, 腕節外面, 鉗掌部外面の上半分は短い軟

毛とまばらな羽状剛毛によって覆われる (図 3

C). 掌部の上面は丸みを帯びるが, 下縁は明

瞭な隆起を形成する. 不動指はわずかに下垂す

る. 不動指と指節の咬合縁は, 大鉗側において

は小さな歯が並ぶが, 小鉗側では鋭いエッジを

形成する.

歩脚の長節はやや偏圧され, その上縁は鋭く

はないが, 明瞭な隆起縁を形成する. 腕節から

指節にかけての外縁にはまばらな剛毛がある.

前節の外縁は弱い隆起を形成する.

色彩 (図 2 I). 生時は甲がオレンジ色で, 比

較的大きな赤～赤褐色の斑紋がある. 斑紋の数

は, 成長した個体で一般的に24～26個である.

鉗脚掌部の背面には大きな赤茶色の斑紋が入り,

中・下部には赤色の不規則な網目模様が入る.

指部は茶色となる. 歩脚には鉗脚と同様か, や

や小さな斑点模様がある.

分布. 西太平洋～ハワイにかけて分布する

(Castro et al., 2004; Castro, 2011). タイプ産

地はハワイ諸島 (Miers, 1886). 本種の日本国

内からの記録はこれまでにはなく, 本標本によ

りその分布が初めて確認された.

備考. Castro(2011) により, Trapezia neglecta

Castro, 2003は Trapezia intermedia Miers, 1886

の下位シノニムであることが明らかにされた.

本標本は Castro (2003)による T. neglectaの原

記載に形態・色彩ともによく一致する.

本種は頭胸甲背面および胸脚に赤い斑点が散

在する点で, T. rufopunctata (オオアカホシサ

ンゴガニ) および T. tigrina (アカホシサンゴ

ガニ) に類似する. しかし, 後 2種においては,

本種よりも, 斑紋がより小さく, 数も明らかに

多い (図 2 B参照). さらに, 頭胸甲背面の色

が本種では暗いオレンジ色であるのに対し, 後

2種では明るいオレンジ色かクリーム色である.

また, オオアカホシサンゴガニとアカホシサン

ゴガニのいずれにおいても鉗脚外面の短軟毛は

存在しない. オオアカホシサンゴガニは, 頭胸

甲額縁の葉が明瞭な三角形をなすことや, 鉗脚

掌部下縁に明瞭な歯状の突起列があることなど

の点で, アカモンサンゴガニとアカホシサンゴ

ガニの両種から識別される.
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要 約

沖縄近海に設置されていた表層浮魚礁 (パヤ

オ) に付着するサンゴの群集調査及び, サンゴ

ガニ類の調査を行った. サンゴの群集調査の結

果, 出現した属のうち99.9％をハナヤサイサン

ゴ属が占めた. サンゴガニ類では, 本邦初記録

となるアカモンサンゴガニ (新称) を含む, サ

ンゴガニ属 9種 (アミメサンゴガニモドキ, オ

オアカホシサンゴガニ, アミメサンゴガニ, セ

レンサンゴガニ, カストロサンゴガニ, クロサ

ンゴガニ, アラメサンゴガニ, スミスサンゴガ

ニ, アカモンサンゴガニ) の出現を確認した.

(2013年 2月26日受理)
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